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深
江
文
化
村
・
古
澤
家
住
宅
の

解
体
と
展
示

史
料
館
長　

大　

国　

正　

美

は
じ
め
に

深
江
文
化
村
に
あ
っ
た
古
澤
家
住
宅
（
国
登
録
有
形
文
化
財
）
が
、
令

和
五
年
（
二
〇
二
三
）
十
月
に
解
体
さ
れ
た
。
当
初
十
三
棟
あ
っ
た
住
宅

は
冨
永
家
住
宅
だ
け
と
な
っ
た
。
史
料
館
で
は
所
有
者
の
古
澤
弘
氏
（
昭

和
三
十
四
年
生
ま
れ
）
に
接
触
、
神
戸
市
文
化
財
課
を
交
え
て
話
し
合
い

を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
行
政
と
し
て
は
部
材
の
保
存
が
で
き
な
い
と
い

う
判
断
に
至
り
、
史
料
館
で
残
さ
れ
た
部
材
を
で
き
る
限
り
譲
り
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
六
枚
残
さ
れ
た
設
計
図
は
文
化
財
課
が
デ
ジ
タ
ル

保
存
し
、
現
物
は
史
料
館
に
寄
託
さ
れ
た
。
特
別
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
常

設
展
示
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
成
果
を
報
告
し
た
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
学
ん
だ
建
築
士
が
設
計

深
江
文
化
村
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）、
深
江
の
医
師
阪
口
磊ら

い

石せ
き

が

所
有
す
る
神
楽
新
田
（
深
江
南
町
一
丁
目
）
の
約
二
五
〇
〇
坪
に
設
け
ら

れ
た
。
提
案
し
た
の
は
、
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
出
身
の
建
築
家
で
、

深
江
在
住
の
吉
村
清
太
郎
だ
っ
た
。
十
三
棟
の
建
物
が
内
側
に
あ
る
ロ
ー

ン
ヤ
ー
ド
に
向
き
、
こ
れ
を
軸
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
特
殊
な
構

造
に
な
っ
て
い
た
。
吉
村
の
建
て
た
建
物
に
続
い
て
、
大
正
十
四
年
に
建

て
ら
れ
た
の
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
現
キ
ー
ウ
（
キ
エ
フ
）
工
科
大
出
身
の
Ｌ
・

Ｎ
・
ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
が
設
計
し
た
古
澤
家
住
宅
だ
っ
た
。
施
主
の
古
澤

平
作
は
、
ラ

デ
ィ
ン
ス
キ
ー

の
事
務
所
と
同

じ
神
戸
・
旧
居

留
地
の
明
海
ビ

ル
に
タ
イ
ヤ
を

扱
う
古
澤
平
作

商
店
の
事
務
所

を
置
い
て
い
た
。

そ
の
縁
で
建
築

を
発
注
し
た
と
さ
れ
、

ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
も

深
江
文
化
村
に
邸
宅

を
構
え
た
。

古
澤
家
住
宅
は
木

造
二
階
建
て
で
、
複
雑

な
構
成
を
持
つ
急
傾

斜
の
天
然
ス
レ
ー
ト

葺
き
の
屋
根
が
特
徴

だ
っ
た
。
壁
面
に
は
大

型
窓
を
配
し
、
明
る
く

変
化
の
あ
る
デ
ザ
イ

ン
が
特
色
だ
っ
た
。
屋

内
は
、
一
階
は
食
堂
・

応
接
室
（
写
真
１
）・

写真１　応接室の暖炉写真２　二階の和室
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女
中
部
屋
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
洋
間
。
二
階
は
和
室
の
寝
室
（
写
真
２
）

と
、
ド
ア
の
あ
る
和
洋
折
衷
の
畳
敷
の
部
屋
が
あ
り
、
日
本
人
の
生
活
に

合
わ
せ
て
造
り
分
け
て
い
た
。
屋
根
裏
に
入
る
と
小
屋
組
み
が
し
っ
か
り

と
し
た
ボ
ル
ト
で
止
め
ら
れ
て
い
て
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
な
ど
の
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
が
、
損
傷
は
少
な
か
っ
た
理
由
が
判
明
し
た
。

部
材
の
調
査
と
展
示
の
概
要

部
材
の
譲
渡
を
受
け
、
史
料
館
で
は
二
階
の
深
江
文
化
村
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
手
作
り
で

大
幅
に
増
強
し

た
。
目
玉
は
、
ビ

ザ
ン
チ
ン
風
の
意

匠
を
持
つ
階
段
の

親
柱
と
手
す
り
。

金
目
地
風
の
円
形

や
直
線
の
飾
り
は

ロ
シ
ア
正
教
の
聖

像
に
使
わ
れ
る
色

遣
い
で
あ
る
（
口

絵
写
真
）。
ま
た

階
段
下
に
設
け
ら

れ
た
物
置
の
木
製

ド
ア
も
屋
内
で
統

一
的
に
使
わ
れ
て

い
る
ナ
ラ
材
が
素

材
に
使
わ
れ
て
い

る
。
大
正
期
の
手
作
り
の
ガ
ラ
ス
の
入
っ
た
応
接
室
の
観
音
開
き
の
窓
（
写

真
３
）
は
丸
ご
と
取
り
外
し
、
カ
ー
テ
ン
レ
ー
ル
を
取
り
付
け
た
。
ガ
ラ

ス
越
し
に
在
り
し
日
の
写
真
を
ち
り
ば
め
て
い
る
。
天
窓
も
別
置
し
、
手

作
り
の
ガ
ラ
ス
に
よ
る
反
射
の
揺
ら
ぎ
が
味
わ
え
る
。

こ
の
ほ
か
建
物
内
部
の
部
材
も
で
き
る
限
り
集
め
た
。
照
明
器
具
の
覆

い
（
写
真
１
）、
マ
ン
ト
ル
ピ
ー
ス
の
火
床
、
ガ
ラ
ス
製
ド
ア
ノ
ブ
、
フ
ッ

ク
式
の
ド
ア
の
か
ぎ
、
襖
の
金
具
、
玄
関
ド
ア
の
色
ガ
ラ
ス
、
玄
関
や
テ

ラ
ス
（
写
真
４
）
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の
タ
イ
ル
、
外
壁
、
和
室
の
天
袋

引
戸
な
ど
、
細
か
い
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た
。
一
階
の
壁
紙
は
め
く
る
と
三

層
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
一
番
下
に
は
大
正
五
～
六
年
ご
ろ
の
年
号
の
あ

る
反
故
紙
が
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
で
一
番
下
の
壁
紙
が
建
設
当
時

の
壁
紙
で
、
そ
の
後
二
回
に
わ
た
っ
て
壁
紙
が
張
り
替
え
ら
れ
た
こ
と
も

分
か
っ
た
。

追
跡
調
査
で
製
造
元
が
分
か
っ
た
部
材
も
あ
る
。
浴
室
タ
イ
ル
の
裏
に

は
「
Ｄ
Ｋ
」
の
マ
ー
ク
が
あ
り
、
調
査
の
結
果
、
淡
路
に
あ
る
淡
陶
株
式

会
社
製
と
確
認
さ
れ
た
。D

anto T
ile 

淡
路
島
工
場
技
術
研
究
所
の
深
井

明
比
古
上
席
研
究
員
に
よ
る
と
、
淡
陶
の
「
Ｄ
」
と
会
社
の
「
Ｋ
」
の
イ

ニ
シ
ャ
ル
で
、
大
正
十
四
年
は
淡
陶
の
阿
万
工
場
と
福
良
工
場
が
稼
働
し

て
お
り
、
い
ず
れ
か
の
生
産
品
と
い
う
。
深
井
上
席
研
究
員
の
分
類
に
よ

れ
ば
、
Ｃ
４
タ
イ
プ
で
、
生
産
時
期
は
大
正
時
代
中
頃
と
考
え
ら
れ
、
南

あ
わ
じ
市
の
田
中
萬
米
邸
（
大
正
七
年
建
築
）
の
風
呂
場
に
使
用
さ
れ
て

い
る
も
の
と
同
じ
と
い
う
。
Ｃ
４
タ
イ
プ
の
生
産
は
大
正
時
代
中
頃
と
考

え
ら
れ
、
古
澤
家
が
大
正
十
四
年
竣
工
な
の
で
タ
イ
ル
の
生
産
時
期
と
少

し
差
が
出
る
と
い
う
。
た
だ
生
産
記
録
も
な
く
ス
ト
ッ
ク
品
を
使
用
す
る

こ
と
も
あ
り
、
建
築
年
代
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
建
物
と
タ
イ
ル
の
関
係

写真３　応接室の観音開きの窓写真４　テラス
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を
示
す
貴
重
な
史
料
と
判
明
し
た
。

天
然
ス
レ
ー
ト
葺
き
の
屋
根
は
組
み
合

わ
せ
て
一
部
を
復
元
し
た
。
建
物
の
基
礎

に
使
わ
れ
て
い
た
レ
ン
ガ
も
回
収
。
今
回

の
解
体
時
の
調
査
の
結
果
、
レ
ン
ガ
の
基

礎
に
加
え
て
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
基

礎
が
補
強
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た

（
写
真
５
）。
そ
の
こ
と
が
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
揺
れ
に
も
耐
え
ら
れ
た
理
由
だ
ろ

う
。
大
正
十
二
年
に
起
き
た
関
東
大
震
災

を
教
訓
に
耐
震
を
考
え
た
設
計
に
し
た
の

だ
ろ
う
か
。

建
築
当
時
の
写
真
も
収
集

今
回
の
調
査
で
は
、
大
正
十
四
（
一
九

二
五
）
～
十
五
年
ご
ろ
撮
影
し
た
棟
上
げ

の
写
真
（
写
真
６
）、
竣
工
後
の
家
族
写
真
（
写
真
７
）
が
含
ま
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
公
開
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な
写
真
資
料
で
あ
る
。

ま
た
ア
ル
バ
ム
の
中
に
は
施
主
古
澤
平
作
（
写
真
８
）
や
暖
炉
前
の
ソ

フ
ァ
に
腰
か
け
た
外
国
人
の
写
真
が
あ
り
設
計
者
の
ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
と

み
ら
れ
る
（
写
真
９
）。
川
島
智
生
・
神
戸
情
報
大
学
院
大
客
員
教
授
に
よ

る
と
、
ラ
デ
ィ
ン
ス
キ
ー
は
一
八
八
一
年
生
ま
れ
の
ロ
シ
ア
人
で
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
キ
ー
ウ
（
キ
エ
フ
）
工
科
大
で
建
築
学
を
学
ん
だ
あ
と
、
一
九

一
九
年
～
三
二
年
ご
ろ
ま
で
神
戸
に
い
た
と
い
う
。
し
か
し
詳
し
い
経
歴

や
活
動
の
詳
細
は
不
明
。
風
貌
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

古
澤
家
住
宅
を
建
築
し
た
古
澤
平
作
の
長
男
一
は
昭
和
十
一
年
に
十
七

歳
で
亡
く
な
っ

て
い
る
が
、
生

前
ラ
デ
ィ
ン
ス

キ
ー
邸
を
描
い

た
絵
画
を
残
し

て
い
る
。
こ
の

絵
画
も
寄
贈
さ

れ
公
開
し
て
い

る
。
古
澤
一
は

写
真
撮
影
も
趣

味
で
、
自
分
で
撮
影
し
た
ア
ル
バ

ム
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
今
回
判

写真５　レンガに加えて分厚いコンクリートの基礎

写真６　棟上げの写真（大正 14年４月）写真７　竣工直後の庭での家族写真（上）と景観（下）
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明
し
た
。
焼
付
サ

イ
ズ
が
小
さ
い
も

の
が
多
く
不
鮮
明

な
作
品
が
多
い
の

が
残
念
だ
が
、
ラ

デ
ィ
ン
ス
キ
ー
邸

を
撮
影
し
た
未
公

表
の
写
真
（
写
真

10
）
が
含
ま
れ
、

こ
れ
も
今
回
の
調

査
の
大
き
な
成
果

で
、
併
せ
て
展
示

し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
古
澤

家
か
ら
寄
託
さ
れ

た
設
計
図
も
展
示

し
て
い
る
。
設
計
図
と
完
成
し
た
建
物
と
は
一
部
食
い
違
い
が
あ
り
、
今

後
の
研
究
課
題
で
あ
る
。

文
化
財
と
し
て
高
い
評
価
の
一
方
で
支
援
薄
く

平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
十
月
に
国
の
文
化
財
審
議
会
が
古
澤
家
住
宅

の
主
屋
と
付
属
屋
を
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
す
る
よ
う
答
申
し
た
。
登

録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
、

建
造
物
の
緩
や
か
な
保
護
に
向
け
、
平
成
八
年
に
導
入
さ
れ
た
。
築
五
十

年
以
上
の
優
れ
た
建
築
物
が
対
象
で
、
こ
の
と
き
兵
庫
県
内
で
と
も
に
登

録
文
化
財
に
な
っ
た
の
は
神
戸
市
中
央
区
の
異
人
館
・
う
ろ
こ
の
家
（
旧

ハ
リ
ヤ
ー
邸
）・

海
岸
ビ
ル
、
冨
永

家
住
宅
の
主
屋
と

付
属
屋
（
東
灘

区
）、
な
ど
十
件

だ
っ
た
。
い
ず
れ

も
神
戸
を
代
表
す

る
洋
館
で
あ
る
。

ま
た
明
治
三
十
三

年
（
一
九
〇
〇
）

に
建
造
さ
れ
た
日

本
最
古
の
重
力
式

ダ
ム
で
あ
る
市
水
道
局
の
布
引
五
本
松
え
ん
堤
（
中
央
区
の
布
引
ダ
ム
）・

千
苅
え
ん
堤
（
北
区
）・
烏
原
立
ケ
畑
え
ん
堤
（
兵
庫
区
の
烏
原
ダ
ム
）、

川
崎
重
工
業
神
戸
工
場
第
一
号
ド
ッ
ク
（
中
央
区
）、
な
ど
有
数
の
産
業
遺

跡
も
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
古
澤
家
住
宅
の
価
値
の
高
さ
が
う
か

が
わ
れ
る
。

ま
た
平
成
二
十
一
年
に
は
「
ひ
ょ
う
ご
の
近
代
住
宅
一
〇
〇
選
」
に
も

選
ば
れ
た
。
神
戸
・
阪
神
地
域
に
残
る
デ
ザ
イ
ン
の
優
れ
た
洋
館
を
地
域

づ
く
り
に
生
か
そ
う
と
県
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
住
民
か
ら
推
薦
が
あ
っ

た
二
三
〇
件
の
中
か
ら
県
住
宅
審
議
会
小
委
員
会
（
委
員
長
＝
小
森
星
児
・

神
戸
山
手
大
名
誉
教
授
）
が
選
定
し
た
。
東
灘
区
で
は
古
澤
家
住
宅
以
外

に
は
旧
乾
家
住
宅
・
香
雪
美
術
館
・
冨
永
家
住
宅
・
旧
高
嶋
家
住
宅
・
翆

嵐
房
が
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
平
成
二
十
三
年
に
は
神
戸
市
の
「
景
観
形
成
重
要
建
築
物
等
」 写真 10　ラディンスキー邸

写真８　施主古澤平作

写真９　 設計者のラディンスキー
とみられる写真


